
　岡田　一つの薬剤で、もちろん糖尿
病の方に関しては血糖のコントロール
が改善するわけですが、血糖を尿糖に
よって排出することで、エネルギーバ
ランスがマイナスになります。例えば
肥満腎症やメタボリックシンドローム
のような方に関しては、代謝面で改善
が期待できますし、糖と一緒にナトリ
ウムも排泄するので、ナトリウム利尿
を介した体液量の減少による血圧の管
理も良くなる。体重の適正化、降圧、
血糖コントロールの改善といった、１
剤でコンプライアンス良く、そういっ
た多方面での生活習慣病に対する効果
が期待できるということは、SGLT２
阻害薬の強力なアドバンテージです。
また糖尿病の有無にかかわらず、近位
尿細管による尿中のブドウ糖吸収をブ
ロックすることによって、同時にナト
リウムの近位尿細管における吸収が抑
えられて、ナトリウム利尿もかかる。
そのナトリウムが遠位尿細管にたどり

着いて、マクラデンサという部分に大
量に流入すると、腎臓は糸球体で尿を
作り過ぎている、ナトリウムの排泄が
過剰であると判断して、糸球体の内圧
を下げて原尿の生成を減らすことから
蛋白尿も減るのです。これが先ほどお
話ししましたイニシャルドロップの機
序です。
　もう一つ、近位尿細管でブドウ糖と
ナトリウムの再吸収を抑えるというこ
とは、近位尿細管の仕事を減らしてく
れるのです。そうすると、酸素需要が
減ります。それはつまり、CKDの進行
によって血流が乏しくなって、酸欠状
態にある腎臓の酸素需要を減らすので、
低酸素に対する腎臓の抵抗力を増やす。
SGLT２阻害薬にはそういった原病を
問わない、CKD全般に関わっている低
酸素状態に対する腎臓の保護作用を介
して、広くCKD全般に効果があるので
はないかと期待されます。
　池脇　ありがとうございました。

東邦大学医療センター佐倉病院脳神経内科教授
榊　原　隆　次

（聞き手　池脇克則）

　両手（足）すべての指先のしびれを訴える方がいます。糖尿病がない場合、
何を考えたらいいでしょうか。
 ＜千葉県勤務医＞

四肢末端のしびれ

　池脇　先生は患者さんのしびれに対
してどのようにアプローチされている
のでしょうか。
　榊原　まず患者さんが訴えるしびれ
というものはいろいろなものを含んで
いる場合があります。感覚、その逆の
ものが運動になりますが、これすらも
なかなか分けにくい場合も中にはある
ようで、私たちのほうから例えば「握
る力はどうですか」「足の運びが悪い
ようなことがありますか」などと運動
面のことも一度はうかがいます。
　ただ、「それは大丈夫だけれども、
どうもしびれがある」とおっしゃった
ときに、今度はしびれが「高まる」と
「低下する」というように分ける場合
があります。例えば「高まる」のほう
は、ビリビリ、ピリピリ、人によって
はそれが強いと痛みと言う方もいると

思います。とても辛い言い方になると、
剣山で刺されているようだとおっしゃ
る場合があります。その逆で、感じが
鈍い、例えば、まるで何か一枚皮をか
ぶっているような、手袋をしているよ
うな気がするとか、あとちょっと辛い
言い方になりますが、知らない間に血
が出ていたみたいなことをおっしゃる
場合もあります。
　高まる症状、低下する症状をひっく
るめて一般にしびれと言う場合があり
ますので、これを一度は分けて聞くと
いいと思います。
　池脇　ピリピリ、ジンジンという感
覚の過敏や異常というタイプのしびれ
と、何かちょっと感覚が鈍いような感
覚鈍麻のしびれと、しびれといっても
範囲が広いのですね。
　その後は、どこがしびれるとか、ど
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うが多いと思います。ただ、ここで少
し脱線すると、お酒の場合のビタミン
B1欠乏が多いですが、胃の手術や、胃
潰瘍を持っている方での、ビタミンB12
欠乏も多く、ビタミンB1も同時に下が
っていることはまれではないように思
います。そのため、胃の病気は一度は
チェックする必要もあると思います。
　池脇　アルコールの背景以外にも、
胃の手術後のしびれという可能性、あ
るいは胃潰瘍、慢性の胃炎によるビタ
ミン欠乏からのしびれということもあ
るので、状況によってはそういった胃
の検索も必要ということですね。
　尿毒症のしびれの場合、腎不全があ
ることはさすがに患者さんの情報とし
てわかっているので、診断を見逃すこ
とはなさそうな気がしますね。
　榊原　はい。あと、まれにギランバ
レー症候群の親戚で（本当はこの言葉
は厳密には違うのですが）慢性炎症性
多発ニューロパチー（CIDP）という
病気があります。これは自己免疫の病
気で、免疫治療ができる病気なので、
やはり見逃さないようにしています。
　池脇　実地医家もそういうものがあ
ることを頭に入れたほうがいいですね。
　榊原　はい。
　池脇　今回の両手両足の末端のしび
れに関して、糖尿病以外にはアルコー
ルを含めたことを考えたうえで、それ
以外の、おそらく何らかの原因があり

そうなしびれにはどういうものが多い
のでしょうか。
　榊原　先ほど来の糖尿病が一番多く、
その次がアルコールという順番ではな
いでしょうか。ごくまれに症状の出方
はしびれだけではないですが、実は頸
椎の病気の方が手足に、ちょうどglobe 
and stocking、手袋・靴下型のような
分布で出る場合があります。ただ、そ
の場合にはしびれだけではなく力のほ
うにも問題が生じていることが多くあ
ります。あとは除外診断の最後に残っ
たものがストレスです。ストレスとい
うのはいろいろな症状の出方をするも
ので、身体症状症という場合もあると
思います。例えば、コロナワクチン接
種直後からのしびれに対して、いろい
ろな検査をして、最後の最後にストレ
スが疑われるということが中にはあり
ます。
　池脇　ストレスによるしびれは、い
ろいろな場所に出るのでしょうか。
　榊原　多くのパターンがあります。
　池脇　専門医がいろいろな検査をし
ても何も引っかからず、どうもストレ
スかなとなると、その後は精神科に紹
介になりますか。
　榊原　よく手紙を書いたりもします。
　池脇　しびれ一つ取っても、どんな
しびれなのか、分布など、そういった
ところから見逃さないようにというこ
とですね。ありがとうございました。

ういうときにしびれが強くなるかなど
と展開していくような気がするのです
が、どういうアプローチをするのでし
ょうか。
　榊原　手足４本に同じようにしびれ
があるのか体の中の分布をみます。例
えば右手右足の半身にしびれが急に出
たとなると、まれですが脳から原因が
来ている場合がありえます。一方で、
両手両足の場合は脳のほうはあまり疑
わなくなります。一般にしびれが脳か
ら来ることはあまり多くありません。
意外な感じがするかもしれませんが、
例えば手の場合は首よりも末梢、足の
しびれの場合は腰よりも末梢の病気が
原因であることが圧倒的に多いのでは
ないかと思います。
　池脇　頭が原因でしびれがくること
はあまりないというのは、ゼロではな
いにしても、一般的にはそういうこと
が多いのですね。
　榊原　そう言えると思います。
　池脇　確かに何か急を要するような
しびれを見落とすのは、その患者さん
のその後のクオリティにも関わってき
ますので心配ですが、もし頭の脳血管
障害のしびれがあると、何かそれ以外
の症状もおそらくあると思います。そ
のあたりをきっちりと把握し、とりあ
えず緊急性は高くないと判断したうえ
で、あとは先生が言われた分布がしび
れの原因の同定にはとても重要なので
しょうか。

　榊原　はい。もし４本の手足にしび
れがある場合には、その進みぐあい、
例えば数日で急に出てきたというと特
殊な感じがしますし、実は１年、２年
前から少しあったのが最近どうも強く
なってきたというと、また病気が限ら
れてきます。そういう経過をうかがう
のも大事かと思います。
　池脇　考えていく疾患群がしびれの
タイミングと広がりと進みぐあいによ
ってだいぶ狭まってくるのですね。
　今回の質問はいつからしびれがあっ
たのかについては書いていないですが、
両手両足の末端、いわゆる手袋・靴下
型で、でも糖尿病ではないというとき
に、何を考えたらいいのでしょうか。
　榊原　実際には血液検査で糖尿病が
見つかることが多いです。それがない
場合は、お酒が原因であることが最も
多く、お酒を飲む方の末梢神経障害は
有名です。ほかにも多くの症状がみら
れますが、腎不全、腎障害など、腎臓
を傷めてしまった場合にしびれが出る
ことも有名で、病歴と血液から調べて
いくといいと思います。
　池脇　いわゆる大酒飲みのしびれと
いうのは、例えば採血をするとたいが
い肝障害、特にアルコール性の肝障害
があることを予想していいのでしょう
か。あるいは、そこは正常だけれども、
実はお酒のほうからしびれていること
もあるのでしょうか。
　榊原　肝障害を持っていることのほ
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うが多いと思います。ただ、ここで少
し脱線すると、お酒の場合のビタミン
B1欠乏が多いですが、胃の手術や、胃
潰瘍を持っている方での、ビタミンB12
欠乏も多く、ビタミンB1も同時に下が
っていることはまれではないように思
います。そのため、胃の病気は一度は
チェックする必要もあると思います。
　池脇　アルコールの背景以外にも、
胃の手術後のしびれという可能性、あ
るいは胃潰瘍、慢性の胃炎によるビタ
ミン欠乏からのしびれということもあ
るので、状況によってはそういった胃
の検索も必要ということですね。
　尿毒症のしびれの場合、腎不全があ
ることはさすがに患者さんの情報とし
てわかっているので、診断を見逃すこ
とはなさそうな気がしますね。
　榊原　はい。あと、まれにギランバ
レー症候群の親戚で（本当はこの言葉
は厳密には違うのですが）慢性炎症性
多発ニューロパチー（CIDP）という
病気があります。これは自己免疫の病
気で、免疫治療ができる病気なので、
やはり見逃さないようにしています。
　池脇　実地医家もそういうものがあ
ることを頭に入れたほうがいいですね。
　榊原　はい。
　池脇　今回の両手両足の末端のしび
れに関して、糖尿病以外にはアルコー
ルを含めたことを考えたうえで、それ
以外の、おそらく何らかの原因があり

そうなしびれにはどういうものが多い
のでしょうか。
　榊原　先ほど来の糖尿病が一番多く、
その次がアルコールという順番ではな
いでしょうか。ごくまれに症状の出方
はしびれだけではないですが、実は頸
椎の病気の方が手足に、ちょうどglobe 
and stocking、手袋・靴下型のような
分布で出る場合があります。ただ、そ
の場合にはしびれだけではなく力のほ
うにも問題が生じていることが多くあ
ります。あとは除外診断の最後に残っ
たものがストレスです。ストレスとい
うのはいろいろな症状の出方をするも
ので、身体症状症という場合もあると
思います。例えば、コロナワクチン接
種直後からのしびれに対して、いろい
ろな検査をして、最後の最後にストレ
スが疑われるということが中にはあり
ます。
　池脇　ストレスによるしびれは、い
ろいろな場所に出るのでしょうか。
　榊原　多くのパターンがあります。
　池脇　専門医がいろいろな検査をし
ても何も引っかからず、どうもストレ
スかなとなると、その後は精神科に紹
介になりますか。
　榊原　よく手紙を書いたりもします。
　池脇　しびれ一つ取っても、どんな
しびれなのか、分布など、そういった
ところから見逃さないようにというこ
とですね。ありがとうございました。

ういうときにしびれが強くなるかなど
と展開していくような気がするのです
が、どういうアプローチをするのでし
ょうか。
　榊原　手足４本に同じようにしびれ
があるのか体の中の分布をみます。例
えば右手右足の半身にしびれが急に出
たとなると、まれですが脳から原因が
来ている場合がありえます。一方で、
両手両足の場合は脳のほうはあまり疑
わなくなります。一般にしびれが脳か
ら来ることはあまり多くありません。
意外な感じがするかもしれませんが、
例えば手の場合は首よりも末梢、足の
しびれの場合は腰よりも末梢の病気が
原因であることが圧倒的に多いのでは
ないかと思います。
　池脇　頭が原因でしびれがくること
はあまりないというのは、ゼロではな
いにしても、一般的にはそういうこと
が多いのですね。
　榊原　そう言えると思います。
　池脇　確かに何か急を要するような
しびれを見落とすのは、その患者さん
のその後のクオリティにも関わってき
ますので心配ですが、もし頭の脳血管
障害のしびれがあると、何かそれ以外
の症状もおそらくあると思います。そ
のあたりをきっちりと把握し、とりあ
えず緊急性は高くないと判断したうえ
で、あとは先生が言われた分布がしび
れの原因の同定にはとても重要なので
しょうか。

　榊原　はい。もし４本の手足にしび
れがある場合には、その進みぐあい、
例えば数日で急に出てきたというと特
殊な感じがしますし、実は１年、２年
前から少しあったのが最近どうも強く
なってきたというと、また病気が限ら
れてきます。そういう経過をうかがう
のも大事かと思います。
　池脇　考えていく疾患群がしびれの
タイミングと広がりと進みぐあいによ
ってだいぶ狭まってくるのですね。
　今回の質問はいつからしびれがあっ
たのかについては書いていないですが、
両手両足の末端、いわゆる手袋・靴下
型で、でも糖尿病ではないというとき
に、何を考えたらいいのでしょうか。
　榊原　実際には血液検査で糖尿病が
見つかることが多いです。それがない
場合は、お酒が原因であることが最も
多く、お酒を飲む方の末梢神経障害は
有名です。ほかにも多くの症状がみら
れますが、腎不全、腎障害など、腎臓
を傷めてしまった場合にしびれが出る
ことも有名で、病歴と血液から調べて
いくといいと思います。
　池脇　いわゆる大酒飲みのしびれと
いうのは、例えば採血をするとたいが
い肝障害、特にアルコール性の肝障害
があることを予想していいのでしょう
か。あるいは、そこは正常だけれども、
実はお酒のほうからしびれていること
もあるのでしょうか。
　榊原　肝障害を持っていることのほ
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